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【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 24日 (2006.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ＞ ３ ０ Ｍ Ｐ ａ の 引 張 強 さ （ Ｅ Ｎ 　 Ｉ Ｓ Ｏ 　 ５ ２ ７ － ３ に 従 っ て 測 定 さ れ る ） を 有 す る 、
熱 可 塑 的 に 加 工 可 能 な ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｕ ） を 連 続 的 に 製 造 す る 複 数 段 階
か ら 成 る 方 法 で あ っ て 、
ａ ） プ レ ポ リ マ ー Ｉ を 、
　 Ａ ） 少 な く と も １ つ の 有 機 ジ イ ソ シ ア ネ ー ト を
　 Ｂ ） 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ４ ５ ０ ～ １
０ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 ポ リ オ ー ル １ と
反 応 さ せ る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と 、
ｂ ） ａ ） で 調 製 し た 当 該 プ レ ポ リ マ ー Ｉ を 、
　 Ｃ ） ポ リ オ ー ル １ と 異 な る ポ リ オ ー ル ２ で あ っ て 、 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ
レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ６ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 ポ リ
オ ー ル ２ と
反 応 さ せ 、 そ れ に よ り 、 プ レ ポ リ マ ー IIを 生 成 す る こ と を 含 み 、 反 応 成 分 Ａ ） 、 Ｂ ） お よ
び Ｃ ） を 基 準 と し て 、 Ｎ Ｃ Ｏ 対 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 の 当 量 比 が １ ． ２ ： １ ～ １ ０ ： １
で あ り 、 さ ら に 、
ｃ ） 高 い 剪 断 エ ネ ル ギ ー で 作 動 す る 高 粘 度 反 応 器 に お い て 、 ｂ ） で 調 製 し た 当 該 プ レ ポ リ
マ ー IIを 、
　 Ｄ ） 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ６ ０ ～ ４ ０
０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 鎖 延 長 剤 と し て の 少 な く と も １ つ の 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル
ま た は ポ リ ア ミ ン と
完 全 に 反 応 さ せ る こ と
を 含 み 、
工 程 ａ ） ～ ｃ ） を 、 必 要 に 応 じ て Ｆ ） 触 媒 の 存 在 下 で 、 必 要 に 応 じ て Ｅ ） Ｔ Ｐ Ｕ の 全 重 量
を 基 準 と し て ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ の 別 の 補 助 物 質 お よ び 添 加 剤 を 添 加 し て 、 工 程 ａ ） ～ ｃ ） の
全 て の 反 応 成 分 の 合 計 を 基 準 と し て 、 Ｎ Ｃ Ｏ 基 対 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 の 全 当 量 比 が ０ ．
９ ： １ ～ １ ． ２ ： １ の 範 囲 内 に あ る よ う に 実 施 す る 、 方 法 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の Ｔ Ｐ Ｕ を 調 製 す る た め に 、 構 成 （ ま た は ビ ル ダ ー ） 成 分 が 、 必 要 に 応 じ て 触 媒
、 補 助 物 質 お よ び ／ ま た は 添 加 剤 の 存 在 下 で 、 Ａ ） に 由 来 す る Ｎ Ｃ Ｏ 対 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基
、 特 に 低 分 子 量 化 合 物 Ｄ ） 、 ポ リ オ ー ル Ｂ ） お よ び Ｃ ） の Ｏ Ｈ （ お よ び ／ ま た は Ｎ Ｈ ） 基
の 合 計 の 当 量 比 （ ま た は Ｎ Ｃ Ｏ 基 ： Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 ） が 、 ０ ． ９ ： １ ． ０ ～ １ ． ２
： １ ． ０ 、 好 ま し く は ０ ． ９ ５ ： １ ． ０ ～ １ ． １ ０ ： １ ． ０ と な る よ う な 量 で 反 応 さ せ ら
れ る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス ク リ ュ ー の 終 端 で 、 ホ ッ ト メ ル ト ス ト ラ ン ド と し て 取 り 出 し 、 水 浴 で 冷 却 し 、 造 粒
し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 第 １ の 態 様 と し て 、 ＞ ３ ０ Ｍ Ｐ ａ の 引 張 強 さ （ Ｅ Ｎ 　 Ｉ Ｓ Ｏ 　 ５ ２ ７
－ ３ に 従 っ て 測 定 さ れ る ） を 有 す る 、 熱 可 塑 的 に 加 工 可 能 な ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー （
Ｔ Ｐ Ｕ ） を 連 続 的 に 製 造 す る 複 数 段 階 か ら 成 る 方 法 で あ っ て 、
ａ ） プ レ ポ リ マ ー Ｉ を 、
　 Ａ ） 少 な く と も １ つ の 有 機 ジ イ ソ シ ア ネ ー ト を
　 Ｂ ） 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ４ ５ ０ ～ １
０ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 ポ リ オ ー ル １ と
反 応 さ せ る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と 、
ｂ ） ａ ） で 調 製 し た 当 該 プ レ ポ リ マ ー Ｉ を 、
　 Ｃ ） ポ リ オ ー ル １ と 異 な る ポ リ オ ー ル ２ で あ っ て 、 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ
レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ６ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 ポ リ
オ ー ル ２ と
反 応 さ せ 、 そ れ に よ り 、 プ レ ポ リ マ ー IIを 生 成 す る こ と を 含 み 、 反 応 成 分 Ａ ） 、 Ｂ ） お よ
び Ｃ ） を 基 準 と し て 、 Ｎ Ｃ Ｏ 対 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 の 当 量 比 （ ま た は Ｎ Ｃ Ｏ ： Ｎ Ｃ
Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 で あ る 当 量 比 ） が １ ． ２ ： １ ～ １ ０ ： １ で あ り 、 さ ら に 、
ｃ ） 高 い 剪 断 エ ネ ル ギ ー で 作 動 す る 高 粘 度 反 応 器 に お い て 、 ｂ ） で 調 製 し た 当 該 プ レ ポ リ
マ ー IIを 、
　 Ｄ ） 平 均 で １ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 の ツ ェ レ ウ ィ チ ノ フ 活 性 水 素 原 子 、 お よ び ６ ０ ～ ４ ０
０ の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 、 鎖 延 長 剤 と し て の 少 な く と も １ つ の 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル
ま た は ポ リ ア ミ ン と
完 全 に 反 応 さ せ る こ と
を 含 み 、
工 程 ａ ） ～ ｃ ） を 、 必 要 に 応 じ て Ｆ ） 触 媒 の 存 在 下 で 、 必 要 に 応 じ て Ｅ ） Ｔ Ｐ Ｕ の 全 重 量
を 基 準 と し て ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ の 別 の 補 助 物 質 お よ び 添 加 剤 を 添 加 し て 実 施 し 、 工 程 ａ ） ～
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ｃ ） の 全 て の 反 応 成 分 の 合 計 を 基 準 と し て 、 Ｎ Ｃ Ｏ 基 対 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 の 合 計 の 全 当 量 比
が ０ ． ９ ： １ ～ １ ． ２ ： １ の 範 囲 内 に あ る
方 法 を 提 供 す る 。
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